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整形外科NEWS
　新年明けまして、おめでとうございます。本年もキッコーマン総合病院整形外科
をよろしくお願いいたします。昨年は、3月の大震災、それに引き続いた福島原発事
故、そして年末のギリシャを発端とした自由主義圏の経済不況と下向き加減の多
かった一年でしたが、新年早々病院職員達は、８月の新病院オープンに向けた準備
で慌ただしい日々を送っています。
　整形外科外来は昨年1年間で1,000名以上の御紹介をいただきました。これも一
重に皆様方のお陰と思います。この場をお借りしまして御礼申し上げます。ありが
とうございました。しかしその反面待ち時間が長くなり、紹介状をお持ちでない患
者様には大変待ち時間が長くなりご迷惑をおかけしています。新患患者様の電話
でのご予約を可能な限りお取りできるように調整を急いでおります。御紹介は医
療連携室（電話番号04-7123-5927）へご連絡お願い致します。
　今回のトピックは2007年当院常勤でお勤めになり、現在も月、金曜日に非常勤

医師として勤務しております筑波大学大学院生 竹内亮子医師による『先天性股関節脱臼について』、また、整形外科部長 
田中利和医師が最近増加傾向にある『デュピュイトラン拘縮』についてご説明します。お楽しみください。

　先天性股関節脱臼は小児整形外科では代表的な疾患です。日本
では1970年頃より普及した新生児股関節検診や予防活動により
発症率は約2-3%から0.2-0.3%に減少したと言われています。しか
し、その一方で、近年では検診での見逃し例や難治例が増加して
いるとの報告も多く認められ、検診体制の見直しや再認識の必
要性が指摘されています。
　先天股脱の主なリスクファクターは表1のとおりで、内因性の
要因と外因性の要因にわけられます。先天股脱は多遺伝子病の一
つであり、複数の関連遺伝子の存在と、それらが遺伝子発現をす
る環境要因がそろって初めて発病する(1)と考えられています。
　環境要因にはその地域の文化や生活習慣が大きく関わってい
ます。股関節脱臼を引き起こす環境とはどのようなものでしょ
うか。北欧のスウェーデンやフィンランドのラップ族、アメリカ
先住民のインデイアンなど、新生児に対してswaddling(図1)の習
慣があった地域では、先天股脱の発症が多かったと報告されて
います(1)(2)。新生児は四足動物に近い骨格をしており、膝関節を
伸展する姿勢、腸腰筋とハムストリングスの緊張により股関節
脱臼が引き起こされると考えられています。それは、ラットの膝
関節をk-wireで伸展位に固定すると5週程度で脱臼が生じ、腸腰
筋またはハムストリングスを切離すると脱臼は生じなかったと
いう実験の報告からも明らかになっています(3)。このように、膝
関節が伸展位に保たれる姿勢は脱臼のリスクファクターになり
ます。これに対して、おむつを使用せず、裸育児を行っていたアフ
リカの地域では先天股脱の発症が少ないとの報告もあります。
　これらは、骨盤位や冬生まれの新生児に先天股脱が多いこと

の説明にもなります。骨盤位の中でも、単臀位は両膝関節が伸展
している状態であり、特に先天股脱の発生率が多いといわれて
います(図2)(4)。また、冬生まれの新生児は、厚い着物や布団によっ
て下肢の運動を妨げられるため脱臼の発生が多いと考えられて
います。
　日本ではどうでしょうか。日本でも1970年ころまでは巻きお
むつ(図3)の習慣がみられました。巻きおむつも新生児の下肢の
自由な動きを制限するものでしたが、その後、石田らの啓蒙活動(5) 
(新生児の下肢の運動を妨げないおむつの当て方や、服装、抱っこ
の仕方)によって上記のとおり脱臼の発生率は減少しました。
　以上のように、新生児の下肢の自由運動ができる環境を作る
ことが先天股脱発症予防となります。しかし、未だに下肢の運動
を妨げるようなスリングを使用している光景を見かけること
や、インターネットでは新生児を寝かしつけるためにswaddling
が推奨されているページもあります。発症率が減少したことに
よって、先天股脱の認識が薄れつつあるのかもしれません。
　下肢の自由な運動ができる環境を保つことが先天股脱の予防
につながるという認識を、整形外科だけでなく産婦人科や小児
科とも協力して再度広めていく必要があると思われます。

　手掌から指にかけて硬結（こぶのようなもの）ができ、
皮膚がひきつれて徐々に伸ばしにくくなるDupuytren 拘
縮は、経時的に進行する疾患です。日本人の場合、小指か
ら環指へと徐々に進行することが多いです。母指―示指
間に出来ることもあり、時にはばね指同様A1pully上に出
来、ばね指と合併することがあります。これは御存知の通
り、皮下にある手掌腱膜の拘縮が原因となり、結節
（nodular）と索状物（code）とからなっています。原因は
はっきりしません。欧米特にイギリスやヨーロッパに多
く、人種によるものと思われていましたが、日本でも増加
傾向にあります。進行すると罹患指は伸展ができなくな
り、codeによって神経血管が巻き込まれるようになって
しまいます。足の裏にもできることがありますが、痛みや

腫れなどはありません。
　原因については皮膚、皮下脂肪組織、手掌腱膜にある筋
繊維芽細胞はα－平滑筋アクチン（α-SMA）を発現した
り、オステオポンチンの発現による線維化促進、またペリ
オスチンと言われる細胞外基質蛋白は筋繊維芽細胞の動
員、増殖の援助をしていることが報告されています。しか
し、発症機序の全容については不明のままです。治療法は
指伸展訓練と夜間の静的副子、またはアスコルビン酸
ジェルによる保存的治療法、手術療法としては病的腱膜
切除、関節拘縮解離、創開放療法などが行われています。
最近は、針による経皮的解離術や組織融解酵素による治
療法も報告されています。
　当院では、病的腱膜切除と拘縮の強い関節に対して関

節拘縮解離術を行っています。症例
は76歳男性、肺気腫があリ徐々に小
指から拘縮が生じ写真に示すように
なってしまいました。手術は本人の
希望で、全身麻酔下にジグザグ切開
で進入し、拘縮を解離し有用な手と
なりました。対側も同様で、1年経過
後に手術を行いました。

年末になり、次回の日本整形外科学会の演題採用通知がきました。今回は京都での開催で是
非とも参加したい学会です。理由は「会いたい人に会える」ためです。人といっても紀元6世

紀頃の作品、弥勒菩薩半跏思惟像ですが。京都市太秦にある広隆寺霊宝殿に安置され、大阪野中寺、奈良中宮寺の3大
弥勒像の1つであり、国宝1号にもなっています。前に座って見ていると、非常に優しい顔で何かを話しかけてくれ
ているようにさえ思えます。新婚当時この寺を参詣した際、妻の存在を
忘れて30分以上も座り込んでいたこともあります。1960年に京都大学
の学生が菩薩像に触れて右薬指を折ったと言うエピソードがあり、触れ
てみたくなる衝動を私も抱いています。また会えるかと思うと学会参加
が楽しみです。
（副院長・整形外科部長　田中利和）

手の外科トピック
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今号のトピック
先天性股関節脱臼  ～発症要因と予防について～

Dupuytren拘縮について

上代の彫刻、朝日新聞社、昭和17年より
（既に著作権法で保護期間は満了）

図3 巻きおむつ

水野記念病院 鈴木茂夫先生
のホームページより引用

図2 骨盤位の分類と先天股脱の発症率図1 swaddling表1　先天性股関節脱臼の
　　  リスクファクター

術後術前

A: 全複臀位 DDHの発症低い  
B: 不全足位2%  C: 単臀位20%
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筑波大学大学院生　竹内亮子
（当院非常勤医師）


